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使用上のご注意
設置場所について
次のような場所には置かないでください。
• ぐらついた台の上や不安定な所。
• じゅうたんや布団の上。
• 湿気の多い所、風通しの悪い所。
• ほこりの多い所。
• 直射日光が当たる所、温度が高い所。
• 極端に寒い所。
• チューナーやテレビ、ビデオデッキから近
い所。
（チューナーやテレビ、ビデオデッキと
いっしょに使用するとき、近くに置くと、
雑音が入ったり、映像が乱れたりすること
があります。特に室内アンテナのときに起
こりやすいので屋外アンテナの使用をおす
すめします。）

音量を調節するときは
スーパーオーディオCDはCDと比べ、可聴帯
域を超える高域成分の出力が可能です。不用
意に音量を上げてしまうと、音が聞こえない
にもかかわらず、ノイズが発生したりアンプ
の保護回路が働いたり、スピーカーを破損し
たりするおそれがあります。
再生を始める前には音量を必ず小さくしてお
きましょう。

ステレオを聞くときのエチケット
ステレオで音楽をお楽しみ
になるときは、隣近所に迷
惑がかからないような音量
でお聞きください。特に、
夜は小さめな音でも周囲に
はよく通るものです。

窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるな
どお互いに心を配り、快い生活環境を守りま
しょう。このマークは音のエチケットのシン
ボルマークです。

結露について
部屋の暖房を入れた直後など、内部のレンズ
に水滴がつくことがあります。これを結露と
いいます。このときは、正常に動作しないば
かりでなく、ディスクや部品を傷めることが
あります。本機を使わないときは、ディスク
を取り出しておいてください。
結露が生じたときは、ディスクを取り出し
て、電源を入れたまま約1時間放置し、再度
電源を入れ直してからお使いください。もし
何時間たっても正常に動作しないときは、ソ
ニーサービス窓口にご相談ください。

本体のお手入れのしかた
キャビネットやパネル面の汚れは、中性洗剤
を少し含ませた柔らかい布でふいてくださ
い。シンナーやベンジン、アルコールなどは
表面を傷めますので使わないでください。

本体を持ち運ぶときは
• 入っているディスクは、必ず取り出してお
いてください。

• 必ずディスクトレイを閉めた状態にしてお
いてください。

ディスクを入れたときは
本体から発信音や機械音が聞こえることがあ
ります。
これは、各ディスクに合わせて本体内部の
サーボが自動調節を行ったときに出す音で
す。

ご注意
スーパーオーディオCDプレーヤーは、ディスクを
ローディングしてから再生が始まるまでの時間が、
一般的なCDプレーヤーより長くかかることがあり
ますが、故障ではありません。
これは、ディスクの種類の判別、サーボ調整、著作
権保護の確認などを、再生するディスクごとに本体
内部で自動的に行っているためです。
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本機の特長
本機は、スーパーオー
マルチチャンネル、お
に対応しており、以下
す。
• スーパーオーディオ
スク信号の読み取り
レーザーを持つ、デ
レーザー光学ピック
す。

• 先進のサーボメカニ
ラックアクセスを実

• マルチチャンネルマ
り、スピーカーの配
マルチチャンネルの
です。

• スーパーオーディオ
採用で、より高音質
す。

• スーパーオーディオ
までのトラック/イン
が可能になりました
マットに対応してい

• 通常のソニー製CDプ
機を使用する場合に
機の両方の操作が可
ています。
ディオ2チャンネルと
よび現行のCDの再生
のような特長がありま

CDと現行CDのディ
に、各々の専用波長の
ィスクリートデュアル
アップを搭載していま

ズムにより、迅速なト
現しています。
ネージメント機能によ
置やサイズに合せた、
再生環境の設定が可能

Ｄ／Ａコンバーターの
の再生を実現していま

CDでは、最大255曲
デックス番号の収録
。本機はこのフォー
ます。
レーヤーと同時に本
、CDプレーヤーと本
能なリモコンを付属し

再生できるディスク
について
本機では次のディスクを再生できます。
• スーパーオーディオCD
• CD
以下のディスクは本機では再生できません。
• CD-ROM
• DVD
など
エラーメッセージ「TOC ERROR」や「NO 
DISC」が表示されたり、再生しても音が出
なかったりします。

CD再生時のご注意
本製品は、コンパクトディスク（CD）規格に準拠
した音楽ディスクの再生を前提として、設計されて
います。最近、いくつかのレコード会社より著作権
保護を目的とした技術が搭載された音楽ディスクが
販売されていますが、これらの中にはCD規格に準
拠していないものもあり、本製品で再生できない場
合があります。

CD-R/CD-RW再生時のご注意
CD-R/CD-RWドライブで録音されたディスクに
は、傷や汚れ、また録音状態や録音機の特性等が原
因で、再生できないものがあります。また、すべて
の録音終了時に録音の終わりを記録するファイナラ
イズ作業をしていないディスクは再生できません。
このとき「READING」が表示されたままだった
り、「TOC ERROR」が表示されます。

dtsCDについてのご注意
本機はdtsCDの再生に対応していません。dtsCD
を誤って再生すると、極端に大きなノイズが出るこ
とがあり、本機の故障の原因となることがありま
す。



スーパーオ
CDについ
スーパーオーディオCD
に用いられているPCM
（ダイレクトストリーム
録された、新しい高音
の規格です。DSD方式
たるサンプリング周波
化の採用により、現行
る広い再生帯域と可聴
イナミックレンジを確
に再現します。

SA-CD層とCD層の組
のディスクがあります

SA-CD層：スーパー
度信号層

CD層1）： 既存のC
り可能な

シングルレイヤーディスク
（SA-CD層が単層のみのデ

ハイブリッドディスク2）

（SA-CD層とCD層とが2

スーパーオーデ
の種類
ーディオ
て
とは、現行のCDなど
方式とは異なるDSD
デジタル）方式で記
質オーディオディスク
は、CDの64倍にあ
数で、1ビットの量子
のCDをはるかに超え
帯域における十分なダ
保し、原音をより忠実

み合わせにより2種類
。

オーディオCDの高密

Dプレーヤーで読み取
層

ィスク）

層になっているディスク）

またSA-CD層には、2チャンネルエリアとマ
ルチチャンネルエリアがあります。

2チャンネルエリア：2チャンネルのステ
レオ用トラックを記
録したエリア

マルチチャンネルエリア：
5.1チャンネルまで
のマルチチャンネル
トラックを記録した
エリア

例えば、ハイブリッドディスクのSA-CD層に2
チャンネルエリアとマルチチャンネルエリアの両方
が記録されている場合

1）CD層の内容は通常のCDプレーヤーでも再生で
きます。

2）2層構成ですが片面読み出しのため、ディスクを
裏返す必要はありません。

3）お聞きになりたい層は、SA-CD/CDを押して選
びます（10ページ）。

4）両方のエリアが記録されているディスクの場合
は、MULTI/2CHを押して聞きたいエリアを選
びます（11ページ）。

ィオCDディスク

SA-CD層

マルチチャンネル
エリア4）

2チャンネルエリア4）

SA-CD層
5

SA-CD層3）

CD層3）
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リモコンに
入れる
付属の単3形乾電池2個
にeとEの向きを正し
モコンを使うときは、
に向けてください。

ちょっと一言
電池の交換時期は約6か月
近づけないと操作しづらく
い乾電池に交換してくださ

ご注意
• 乾電池の使いかたを誤る
れがあります。次のこと
ー 高温、多湿のところ
ー 電池交換時などに、
ないでください。

ー eとEの向きを正し
ー 新しい乾電池と使っ
違う乾電池を混ぜて

ー 乾電池は充電しない
ー 長い間リモコンを使
取り出してください

ー 液もれしたときは、
くふき取ってから新
さい。

• リモコンを使うときは、
射日光や照明器具などの
にご注意ください。リモ
があります。

準備
電池を

を、イラストのよう
く入れてください。リ
本機のリモコン受光部

です。リモコンを本体に
なったら、2個とも新し
い。

と、液もれや破裂のおそ
を必ず守ってください。
に放置しないでください。
電池ケースに異物を入れ

く入れてください。
た乾電池、または種類の
使わないでください。
でください。
わないときは、乾電池を
。
電池入れについた液をよ

接続する
スーパーオーディオCDプレーヤーと他の機
器を接続します。接続するときはプラグを端
子にしっかり差し込んでください。しっかり
差し込まないと雑音の原因になります。
接続するときは、機器の電源を必ず切ってく
ださい。

ANALOG 5.1CH OUT端子を使ってマルチ
チャンネルアンプや5.1CH入力対応のAVア
ンプと接続すると、マルチチャンネル再生を
楽しむことができます。
接続にはオーディオ接続コードを使います。
本機のANALOG 5.1CH OUTの各端子
（FRONT L/R、SURR L/R、CENTER、
SUB WOOFER）を、それぞれに対応した
アンプの端子と接続します。
FRONT L/R、SURR L/R端子の接続には
オーディオ接続コード（赤／白）を使用しま
す。白（L）端子には白プラグを、赤（R）
端子には赤プラグをつなぎます。
CENTER、SUB WOOFER端子の接続には
オーディオ接続コード（黒）を使用します。

FRONT L/R、SURR L/R端子の接続
オーディオ接続コード（1本のみ付属）

CENTER、SUB WOOFER端子の接続

マルチチャンネルアンプに接
続する

白(L)

赤(R)
しい乾電池を入れてくだ

リモコン受光部 に直
強い光が当たらないよう
コンで操作できないこと

オーディオ接続コード（別売り）
黒



ご注意
スーパーオーディオCDの
スクは、5.1CH（チャン
4CH、3CH等のチャンネ
す。これらのチャンネル数
5.1CH OUT端子のすべて
せん。詳しくはマルチチャ
ク）のジャケットや添付の

A:フロントスピーカーの
B:サラウンドスピーカー

の入力端子（L/R）へ
C:サブウーファーの入力
D:センタースピーカーの

A B C
準
備

マルチチャンネルのディ
ネル）のほかに、5CH、
ル数のディスクもありま
のディスク再生時は、
から音が出るとは限りま
ンネルのソフト（ディス
説明書をご覧ください。

本機をステレオアンプやMDデッキのアナロ
グ入力端子に接続するときは、ANALOG 
5.1CH OUT FRONT L/R端子に接続しま
す。
接続には、付属のオーディオ接続コードを使
います。白（L）端子には白プラグを、赤
（R）端子には赤プラグをつなぎます。

オーディオ接続コード（付属）

ご注意
2チャンネルエリアとマルチチャンネルエリアの両
方が記録されているスーパーオーディオCDを上記
の接続で再生するときは、ディスクの再生エリアを

入力端子（L/R）ヘ
またはリアスピーカー

端子へ
入力端子へ

D

マルチチャンネル
アンプ、AVアン
プなどへ

ステレオアンプやMDデッキに
接続する

白(L)

赤(R)

ステレオアンプやMDデッキなどのCD
（またはスーパーオーディオCD）入力
端子またはライン入力端子（L/R）へ
7

「SEL–2ch」に切り換えてください（11ページ）。
初期設定（「SEL–Mch」）のまま再生すると、マル
チチャンネルエリアが優先して再生されるので、
5.1CH OUTのFRONT L/R信号のみが出力され、
ディスクによってはボーカル音声などが聞こえない
場合があります。

次のページへつづく
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本機をMDデッキなどの
して録音をするときは
OUT OPTICAL端子に
接続には、光デジタル
す。光デジタル接続コ
と音がするまでまっす

光デジタル接続コー

ご注意
DIGITAL (CD) OUT端子
されます。スーパーオーデ
れません。

電源コードを壁のコン

DIGITAL機器に

電源コードをつ

MDデッキなどの
デジタル機器に接続
、DIGITAL (CD) 
接続します。
接続コードを使用しま
ードのプラグをカチッ
ぐに差し込みます。

ド（別売り）

からはCDの音声のみ出力
ィオCDの音声は出力さ

セントにつなぎます。

本機を他のソニー製CDプレーヤーと同時に
使う場合、リモコンのコマンドモードを切り
換えることで、付属のリモコンを本機のみに
働かせることができます。

リモコンのコマンドモードを設定する

• 他のソニー製CDプレーヤーのコマンド
モードが切り換え可能なときは、リモコン
のCD1/CD2切り換えつまみを次のよう
に設定します。
ー本機のリモコンを「CD1」（初期設定）
ー他のプレーヤーのリモコンを「CD2」

• 他のソニー製CDプレーヤーのコマンド
モードが切り換えできないときは、本機の
リモコンのCD1/CD2切り換えつまみを
「CD2」に設定します。

接続する

なぐ

光デジタル入力端子へ

他のソニー製CDプレーヤーと
組み合わせて使う



本体側のコマンドモ

1 MENUを押す

2 lAMSL

て（またはリ
>をくり返
「CD1/2 SE

3 lAMSL

はリモコンの
現在のコマンドモ

4 lAMSL

て（またはリ
>をくり返
「CD–1」また
選び、lA
（またはリモコ
を押す。
再
生
す
る
ードを設定する

。

ダイヤルを回し
モコンの./

し押して）、
L」を選ぶ。

ダイヤル（また
ENTER）を押す。
ードが表示されます。

ダイヤルを回し
モコンの./

ディスクを再生する
ふつうの再生のしかたと再生中の基本操作に
ついて説明します。

1 アンプの電源を入れる。アン
プのボリュームを最小にする。

2 アンプの入力切り換えで本機
を接続している機器のファン
クションを選ぶ。

3 本機のPOWERスイッチを押

l L

再生する

l L
9

し押して）、
は「CD–2」を

MSLダイヤル
ンのENTER）

して電源を入れる。

次のページへつづく
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4 Aを押してデ
開け、ディス

5 Hを押す。
１曲目から再生が
曲から再生を始め
す前にlAMS
（またはリモコン
し押して）、曲番
い。

6 アンプで音量

再生中の基本操作

ちょっと一言
ディスクが入っているとき
に再生が始まります。市販
ると、好きな時間に再生を

ご注意
再生時には、ボリュームを
げてください。
本機で再生される音楽信号
含まれており、スピーカー
ことがあります。

操作
再生を止める
再生を一時停止する
一時停止した再生を
再開する
曲を選ぶ

ディスクを取り出す

文字の書いてある
ィスクトレイを
クを置く。

始まります。途中の
たいときは、Hを押

Lダイヤルを回し
の./>をくり返
を選んでおいてくださ

を調節する。

SA-CD層とCD層
を切り換える
SA-CD層とCD層とが2層になったハイブ
リッドディスク（5ページ）を再生する場
合、聞きたい層を選ぶことができます。（2
層構成ですが片面読み出しのため、ディスク
を裏返す必要はありません。）

SA-CD/CDを押して、層を選ぶ。
ご注意
SA-CD/CDを使って変更する場合は、現在入って
いるディスクのみに有効です。

ディスクを入れた時に優先して再生する層を
選ぶことができます。

1 MENUを押す。

2 lAMSLダイヤルを回し
て（またはリモコンの./

>をくり返し押して）、
「LAYER SEL」を選ぶ。

3 lAMSLダイヤル（また
はリモコンのENTER）を押す。
現在の設定が表示されます。

4 lAMSLダイヤルを回し

使うボタン
x

X

XまたはH

lAMSLダイヤ
ルを回す。（リモコン
では、./>をく
り返し押す。）
A

面を上に

優先して再生する層を変更する
に電源を入れると自動的
のタイマーと組み合わせ
始めることができます。

最小の状態から徐々にあ

には可聴帯域外の成分が
や耳にダメージを与える

て（またはリモコンの./

>を押して）、再生したい層
を選ぶ。

5 lAMSLダイヤル（また
はリモコンのENTER）を押す。



エリアを切
2チャンネルエリアとマ
アの両方が記録されて
ジ）を再生する場合、
ことができます。

MULTI/2CHを押
選ぶ。
ご注意
• 本機は初期設定でマルチ
しているので、マルチチ
はエリアを切り換える必
ステレオアンプなどをA
FRONT L/R端子のみで
「SEL–2ch」（2チャン
てください。

• MULTI/2CHを使って変
入っているディスクのみ

ディスクを入れた時に
アを選ぶことができま

1 MENUを押す

2 lAMSL

て（またはリ
>をくり返
2ch SEL」を

3 lAMSL

はリモコンの
現在の設定が表示

4 lAMSL

て（またはリ
>を押して
リアを選ぶ。

5 lAMSL

はリモコンの

優先して再生す
更する
再
生
す
る

り換える
ルチチャンネルエリ
いるディスク（5ペー
聞きたいエリアを選ぶ

して、エリアを

チャンネルエリアを選択
ャンネルを再生するとき
要はありません。本機と
NALOG 5.1CH OUT 
接続している場合に、
ネルエリア）に切り換え

更する場合は、現在
に有効です。

優先して再生するエリ
す。

。

ダイヤルを回し
モコンの./

し押して）、「M/
選ぶ。

ダイヤル（また
ENTER）を押す。
されます。

表示窓の見かた
表示窓には、ディスクや再生中の曲に関する
さまざまな情報が表示されます。本機の状態
によって、表示される情報は変わります。

ディスクの全曲数や全再生時間が表示されま
す。

るエリアを変

ディスク装着時の表示

l L

表示窓

A B

CDE
11

ダイヤルを回し
モコンの./

）、再生したいエ

ダイヤル（また
ENTER）を押す。

A ハイブリッドディスク表示
B ディスクの種類と再生チャンネル数
C 全曲数が16曲以上のとき表示
D 総再生時間
E 総曲数

次のページへつづく
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音楽信号の他に、ディ
などの情報を記録させ
ディスクです。本機で
ディスク名やアーチス
見ることができます。
TEXT付きディスクを入
表示されます。多言語
るTEXT付きディスクの
TEXT」が表示されます
見たいときには「TEX
見る」（13ページ）を
TEXTの情報が13文字
クロールし、その後は
されます。

ご注意
本機で表示できるのは英数
示されません。

停止中のTEXT表示
TIME/TEXTを押す。
押すたびに、ディスク
が表示されます。アー
きは「ART.」と表示さ

TEXTの情報を

ディスクのタイトル*

ディスクのアーチスト名*

ディスクの全曲数と総再生

* TEXT付きディスクのみ
スク名やアーチスト名
たものがTEXT付き
はTEXT情報として、
ト名、再生中の曲名を

れると、「TEXT」が
で情報が記録されてい
場合は、「MULTI-
。他の言語で情報を
Tの情報を他の言語で
ご覧ください。
以上のときは、1度ス
最初の12文字が表示

字のみです。日本語は表

名またはアーチスト名
ティスト名の表示のと
れます。

再生中のTEXT表示
TIME/TEXTを押す。
マルチチャンネルスーパーオーディオCD
ディスク装着時は、曲名の表示の後にマルチ
チャンネル情報を表示します。

ご注意

見る

曲名*

マルチチャンネル情報（マルチチャンネル
スーパーオーディオCDディスク装着時のみ）

再生中の曲の番号と再生時間

再生中の曲の残り時間

ディスク（またはプログラム）全体の残り時間

* TEXT付きディスクのみ
• ディスクによっては、表示できない文字がありま
す。

• 本機はTEXT情報のうち、ディスク名やアーチス
ト名、曲名のみを表示します。その他のTEXT情
報は表示できません。

時間



リモコンのDISP
押す。
再生中に押すたびに、
りします。
ただし、表示が消える
生を止めたり一時停止
つきます。再び再生を
す。
再生を始める前に、DI
して表示を消すと、「D
れ、もう１度押すと、「
れます。

お手持ちのTEXT付きデ
語で記録されていれば
とができます。このよ
と、「MULTI-TEXT」
場合は以下の手順で言

1 MENUを押す

2 lAMSL

て（またはリ
>をくり返
「LANGUAG

3 lAMSL

はリモコンの
現在選択されてい
（ENGLISH、FR
ど）が表示されま
本機で表示するこ
記録されていた場
LANG」が表示さ

表示を消す

TEXTの情報を
再
生
す
る

LAY MODEを

表示がついたり消えた

のは再生中のみで、再
したりすると、表示が
始めると表示は消えま

SPLAY MODEを押
ISP OFF」が表示さ
DISP ON」が表示さ

ィスクが、複数の言
、表示を切り換えるこ
うなディスクを入れる
が表示されます。この
語を切り換えます。

。

ダイヤルを回し
モコンの./

し押して）、
E」を選ぶ。

ダイヤル（また
ENTER）を押す。

4 lAMSLダイヤルを回し
て（またはリモコンの./

>をくり返し押して）、言語
を選ぶ。

5 lAMSLダイヤル（また
はリモコンのENTER）を押す。
新たに選択した言語で情報が表示され
ます。

他の言語で見る
13

る言語名
ENCH、GERMANな
す。
とができない言語が
合は、「OTHER 
れます。
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再生したい
探す
再生中または一時停止
い部分を選ぶことがで

ちょっと一言
「OVER」と表示されたと
で進んでいます。mを押

ご注意
極端に短い曲が連続してい
できない場合があります。

探しかた
再生しながら探す
（サーチ）
時間表示を見ながら
探す（高速サーチ）
再生開始時間を決め
て探す
（タイムサーチ）
部分を

中に、曲の中の聞きた
きます。

くり返し再生する
（リピート再生）

ディスクの全曲または1曲をくり返し再生し
ます。シャッフル再生（15ページ）やプロ
グラム再生（15ページ）を選んだ状態でも、
くり返し再生できます。

リモコンのREPEATをくり返し押
して、「REP」または「REP 1」
を表示させる。
REP：全曲をくり返します（5回まで）。
REP 1：1曲だけをくり返します。
「REP」選択時は、選ばれている再生のしか
たによって、くり返しかたが変わります。

操作のしかた
再生中、
m/Mを押す。
一時停止中、m/

Mを押す。
1 停止中に

lAMSLダイ
ヤルを回して（ま
たはリモコンの
./>をくり
返し押して）、聞
きたい曲を選ぶ。

2 m/Mを押したま
ま、ディスプレイを

l L

選ばれている再生 くり返しかた
ふつうの再生（9
ページ）

全曲を順番に再生す
る

シャッフル再生
（15ページ）

くり返すたびに曲順
が変わる
きは最後の曲の終わりま
してください。

る部分は、正常にサーチ

リピート再生を解除するには
「REP」または「REP 1」が消えるまで、リ
モコンのREPEATをくり返し押す。

ご注意
リピート再生の設定は、本機の電源を切ったり、電
源プラグを抜いたりすると解除されます。

見ながら、再生を開
始する時間を決め
て、Hを押す。

プログラム再生
（15ページ）

プログラムの曲順に
再生する



ランダムに
（シャッフル再生）

順不同に全曲を1回ずつ

1 停止中に、P
くり返し押し
表示させる（
のSHUFFLE

2 Hを押す。
次に再生する曲が
示されます。
全曲を1回ずつ再
ます。

ふつうの再生に戻す
停止中にPLAY MODE
「SHUF」と「PGM」
ンのCONTINUEを押す

ちょっと一言
.を押してもすでに再生
せん。
再
生
す
る

再生する

再生します。

LAY MODEを
て「SHUF」を
またはリモコン
を押す）。

決まる間は、;が表

生し終わると停止し

好きな順に再生する
（プログラム再生）

聞きたい曲だけをプログラムして再生できま
す。プログラムには32曲（または合計時間
999分59秒）まで登録できます。

1 停止中に、PLAY MODEをく
り返し押して「PGM」を表示
させる（またはリモコンの
PROGRAMを押す）。

2 lAMSLダイヤルを回し
て（またはリモコンの./

>をくり返し押して）、曲番

l L

l L
15

には
をくり返し押して、
を消す（またはリモコ
）。

が終わった曲には戻りま

を選ぶ。

3 lAMSLダイヤル（また
はリモコンのENTER）を押す。
曲をプログラムし直すには
リモコンのCLEARを押してから、手順
2、3をくり返し、正しい曲番を入力す
る。

次のページへつづく
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4 手順2、3をく
たい曲をすべ
る。
新しい曲をプログ
ログラムの合計時

5 Hを押す。
プログラムの再生

ふつうの再生に戻す
停止中にPLAY MODE
「SHUF」と「PGM」
ンのCONTINUEを押す

ちょっと一言
再生が終わっても、プログ
Hを押すと、プログラム
す。再生を途中で止めても
ん。

ご注意
• プログラムは次の場合に
ー 本機の電源を切った
ー 電源プラグを抜いた
ー Aを押したとき
ー 層やエリアを切り換

• プログラム再生中に層や
1曲のみを初めから再生
消えます。
り返して、聞き
てプログラムす

ラムするたびに、プ
間が表示されます。

が始まります。

には
をくり返し押して、
を消す（またはリモコ
）。

ラムは残っています。
の最初から再び再生しま
、プログラムは消えませ

消えます。
とき
とき

えたとき
エリアを切り換えると、
し、停止後プログラムが

再生を始める前または再生中、リ
モコンのCHECKをくり返し押
す。
押すたびに、プログラムの曲順で、曲番が表
示されます。再生中は、再生中の曲以降のプ
ログラムから表示されます。

再生を始める前、プログラムの内容を変更で
きます。

プログラムの内容を確認する

プログラムの内容を変更する

変更のしかた 操作のしかた
途中の曲を消す 1 消したい曲が表示

されるまで、リモ
コンのCHECKを
押す。

2 リモコンの
CLEARを押す。

最後の曲から消す リモコンのCLEAR
を押す。
押すたびに、プログ
ラムした最後の曲か
ら消えます。

最後に追加する 手順2、3をくり返
す。

すべてを消す リモコンのCLEAR
またはxを「PGM 
CLEAR」と表示さ
れるまで約2秒間押
し続ける。



マルチチャ
スーパーオ
CDを楽し
（マルチチャンネルマ

本機はマルチチャンネ
搭載しています。プレ
DSPにより、スピーカ
合わせたスーパーオー
を設定できます。

スピーカー配置の例

マルチチャンネルマネ
るには、まずあらかじ
る再生モードを選びま
ド、マルチチャンネル
します）。次に各チャン
を調節します（マルチ
み）。

ご注意
• マルチチャンネルマネジ
オーディオCDディスク

• 選択された再生モードに
調節ができないものがあ

フロント（FRO

センタ
スピー

サブウーファ
（SUB WOOF

サラウンド（SURR）
再
生
す
る

ンネル
ーディオ
む
ネジメント機能）

ルマネジメント機能を
ーヤー内蔵のDSD-
ーの配置やサイズに
ディオCDの再生環境

ジメント機能を設定す
めプリセットされてい
す（2チャンネルモー
モードをそれぞれ設定
ネルの出力バランス
チャンネルモードの

1 MENUを押す。

2 lAMSLダイヤルを回し
て（またはリモコンの./

>をくり返し押して）、チャ
ンネルモードを選ぶ。
「2chSP MODE」（2チャンネルモー
ド）：

2チャンネルが収録されたスー
パーオーディオCDディスクを
再生するとき

「MchSP MODE」（マルチチャンネル

NT）スピーカー

ー（CENTER）
カー
ー
ER）

スピーカー

再生モードを選ぶ

l L
17

メント機能は、スーパー
再生時のみ有効です。
よっては、出力バランス
ります。

モード）：
マルチチャンネルが収録された
スーパーオーディオCDディス
クを再生するとき

3 lAMSLダイヤル（また
はリモコンのENTER）を押す。
再生モードが表示されます。

次のページへつづく
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4 lAMSL

て（またはリ
>をくり返
モードを選ぶ
初期設定は次のと
2チャンネルモ

マルチチャンネ

2チャンネルモード

マルチチャンネルモ

* それぞれのチャン
スピーカーから出

表の記号について
F：フロントスピー
C：センタースピー
SR：サラウンドス
SW：サブウーファ
a：あり
––：なし
L：Large
S：Small

再生モード
2ch 
DIRECT*
2ch + SW

再生モード
Mch 
DIRECT*
5–LARGE + 
SW
5–LARGE
5–SMALL + 
SW
F–LARGE + 
SW
F–LARGE
NO–CNTR 
+ SW
NO–CNTR
ダイヤルを回し
モコンの./

し押して）、再生
。
おりです。
ード：
「2ch DIRECT」
ルモード：
「Mch DIRECT」

のとき

ードのとき

ネルの音声信号が直接各
力されます。

カー

「Large」「Small」とは?
「L」は、低域を十分に再生できる大き
なスピーカーのことです。サラウンド
スピーカーを「S」に設定すると、サ
ラウンドスピーカーの低域成分はサブ
ウーファーまたはフロントスピーカー
に配分されます。
通常は「Mch DIRECT」または5本す
べてのスピーカーを「L」にする「5–

LARGE + SW」や「5–LARGE」の
設定を選びます。マルチチャンネル
スーパーオーディオCDディスクの再生
時に、音が割れたりマルチチャンネル
再生の効果が不十分に感じられるとき
は、該当するスピーカーの設定を「S」
に設定してください。

5 lAMSLダイヤル（また
はリモコンのENTER）を押す。
MENUを押すと通常表示に戻ります。

ご注意
•「Mch DIRECT」を選択すると、マルチチャンネ
ルマネジメント機能は働きません（バランス調節
もできません）。

•「SW」を「––」に設定した場合、フロントス
ピーカーの設定は「L」固定になります。

• LFE*信号を含んでいないトラックの再生時はサ
ブウーファーから音声は出力されません（「Mch 
DIRECT」、「5–LARGE + SW」または「NO–
CNTR + SW」が選択されているときなど）。
LFE信号を含んでいないトラックの再生時にもサ
ブウーファーから低域成分を出力させたい場合
は、スピーカー設定を「S」とした設定（「5–
SMALL + SW」または「F–LARGE + SW」）
を選びます。
* Low Frequency Enhancement（低域信号）
（「.1 ch」と表示されています。）

F SW
a ––

a a

F C SR SW
a a a a

L L L a

L L L ––

S S S a

L S S a

L S S ––

L –– L a

L –– L ––
カー
ピーカー
ー

• マルチチャンネルマネジメント機能で、「2ch 
DIRECT」、「Mch DIRECT」以外の再生モード
を選択すると、各スピーカーへの音の配分が変わ
るため、全体の音量が下がる場合があります。そ
の場合は、アンプのボリュームで調節してくださ
い。

• マルチチャンネルモード時に再生モードを変更す
ると、各スピーカーの出力バランス設定は解除さ
れます。

• この機能は、CD再生中は働きません。



マルチチャンネルモー
聞きながら各スピーカ
節することができます
トーンを聞きながら調
す。付属のリモコンで
ます。

「SURR BAL」
フロントスピーカーと
の出力レベル相対バラ

「CNTR BAL」
フロントスピーカーと
出力レベル相対バラン

「SW BAL」
フロントスピーカーと
レベル相対バランス

ご注意
• マルチチャンネルモード
バランス設定が働かない

•「Mch DIRECT」選択時
はできません。

1 MENU（また
LEVEL ADJ
リモコンで操作す
順4に、再生中は
い。

2 lAMSL

て、「LEVEL
選ぶ。

3 lAMSL

再生中は手順6に

各スピーカーの
を調節する
再
生
す
る

ドのときは、再生音を
ーの出力バランスを調
。停止状態でテスト
節することも可能で
も調節することができ

サラウンドスピーカー
ンス

センタースピーカーの
ス

サブウーファーの出力

の種類によっては、出力
場合があります。
は、出力バランスの設定

はリモコンの
）を押す。
る場合、停止中は手
手順6に進んでくださ

ダイヤルを回し

4 lAMSLダイヤルを回し
て（またはリモコンの./

>をくり返し押して）、
「TONE ON」を選ぶ。

5 lAMSLダイヤル（また
はリモコンのENTER）を押す。
各スピーカーから順番にテストトーン
が出力されます。表示窓には、テスト
トーンが出力されているスピーカーが
表示されます。

6 lAMSLダイヤルを回し
て（またはリモコンの./

>をくり返し押して）、調節
したい項目を選ぶ。
「SURR BAL」、「CNTR BAL」、「SW 
BAL」の中から選びます。

ご注意
マルチチャンネルモード（18ページ）で、
サブウーファーを「––」に設定した場合、
「SW BAL」は設定できません（「NOT IN 
USE」と表示されます）。センタースピー
カー、サラウンドスピーカーについても同様
です。

7 lAMSLダイヤル（また
はリモコンのENTER）を押す。
出力バランス設定画面が表示されます。
停止中は選ばれているスピーカーから
テストトーンが出力されます。
例えば、「SURR BAL」を選んでいる

出力バランス
19

 ADJUST」を

ダイヤルを押す。
進んでください。

場合（停止中）、フロントスピーカーと
サラウンドスピーカーからのみテスト
トーンが出力されます。

次のページへつづく
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8 lAMSL

て（またはリ
>をくり返
バランスを調

ご注意
出力バランスは最大
能です。細かい調整
動きを確認できない

9 lAMSL

はリモコンの
手順6の状態に戻
他のスピーカー調
順6から9をくり

10調節が終了し
（またはリモコ
ADJ）を押す
通常表示に戻りま
ダイヤルを回し
モコンの./

し押して）、出力
節する。

24段階までの設定が可
が可能なので、目盛りの
場合があります。

ダイヤル（また
ENTER）を押す。
ります。
節をする場合は、手
返します。

たら、MENU
ンのLEVEL 
。
す。

接続しているアンプに距離設定メニューがな
い場合は、本機でスピーカーの距離を調節す
ることができます。接続しているアンプにス
ピーカー距離設定機能がある場合は、アンプ
側で設定することをおすすめします。この設
定は、マルチチャンネルスーパーオーディオ
CD使用時のみ可能です。お買い上げ時、ス
ピーカーまでの距離はすべて3メートルに設
定されています。

「FRT DIST」
リスニングポジションからフロントスピー
カーまでの距離
スピーカーがリスニングポジションから等距
離に設置されていない場合は、近い方に合わ
せてください。

「SURR DIST」
リスニングポジションからサラウンドスピー
カーまでの距離
スピーカーがリスニングポジションから等距
離に設置されていない場合は、近い方に合わ
せてください。

「CNTR DIST」
リスニングポジションからセンタースピー
カーまでの距離

「SW DIST」
リスニングポジションからサブウーファーま
での距離

ご注意

スピーカーまでの距離を設定
する
• 本機と本機に接続しているアンプの両方でスピー
カー距離を設定した場合は、両方が働くため、適
切な音質を得られません。

• 下記のような場合にはスピーカー距離を設定でき
ません。
ー 本機がCD情報（あるいはスーパーオーディオ
CDのCDエリア）を読み取っているとき

ー 本機がスーパーオーディオCDの2チャンネル
エリアを読み取っているとき



1 MENUを押す

2 lAMSL

て（またはリ
>をくり返
「SPK DIST」

3 lAMSL

はリモコンの

4 lAMSL

て（またはリ
>をくり返
項目を選ぶ。
「FRT DIST」、「
「CNTR DIST」、「
れかを選びます。

ご注意
マルチチャンネルモ
サブウーファーを「
「SW DIST」は設定
USE」と表示されま
についても同様です

5 lAMSL

はリモコンの
スピーカーまでの
例えば、「SURR
合は、次のように
再
生
す
る

。

ダイヤルを回し
モコンの./

し押して）、
を選ぶ。

ダイヤル（また
ENTER）を押す。

ダイヤルを回し
モコンの./

し押して）、設定

SURR DIST」、
SW DIST」のいず

ード（18ページ）で、
––」に設定した場合、
できません（「NOT IN 
す）。「CNTR DIST」
。

ダイヤル（また
ENTER）を押す。
距離が表示されます。
 DIST」を選択した場
表示されます。

6 lAMSLダイヤルを回し
て（またはリモコンの./

>をくり返し押して）、ス
ピーカーまでの距離を設定す
る。
1.0メートルから7.0メートルの範囲で
0.1メートルずつ調節できます。

7 lAMSLダイヤル（また
はリモコンのENTER）を押す。
手順4に戻ります。さらに設定項目を
追加したい場合は、手順4から7をくり
返してください。

8 設定を終了するには、MENU
を押す。

距離設定の単位を選ぶには
上記の手順4で「DIST UNIT」を選びます。
lAMSLダイヤルを回して（またはリ
モコンの./>をくり返し押して）、
「SEL–METER」（メートル）または「SEL–

FEET」（フィート）を選び、lAMSL

ダイヤル（またはリモコンのENTER）を押
します。
21
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ディスクの
のご注意
取り扱いかた
• 文字の書かれていない面
いように持ちます。

• 紙やシールを貼らないで

• 本機では円形ディスクの
円形以外の特殊な形状（
したディスクを使用しま
となることがあります。

• 中古／レンタルCDなど
ているディスクは使用し

保存のしかた
• 直射日光が当たるところ
の高い所には置かないで

• ケースに入れて保存して
ずに重ねたり、立てかけ
ります。

ディスクの置きかた
ディスクを入れるときは、
ださい。ディスクがずれて
を破損する場合があります

その他の情報
取り扱い上

（再生面）に手を触れな

ください。

みお使いいただけます。
星型、ハート型など）を
すと、本機の故障の原因

でシールやのりが付着し
ないでください。

など温度の高い所、湿度
ください。
ください。ケースに入れ
ておくと変形の原因にな

確実にトレイにのせてく
いると、本機やディスク
。

お手入れのしかた
• 指紋やほこりによるディスクの汚れは、音質低下
の原因になります。いつもきれいにしておきま
しょう。

• ふだんのお手入れは、柔らかい布でディスクの中
心から外の方向へ軽くふきます。

• 汚れがひどいときは、水で少し湿らせた柔らかい
布でふいた後、さらに乾いた布で水気をふき取っ
てください。

• ベンジンやレコードクリーナー、静電気防止剤な
どは、ディスクを傷めることがありますので、使
わないでください。



故障かな？
本機の調子がおかしい
もう1度点検してくださ
動作しないときは、お
ニーサービス窓口、ソ
紙）にお問い合わせく

音が出ない。
c 接続コードのプラグ
ていない。

c アンプを正しく操作

DIGITAL (CD) OU
c スーパーオーディオ
(CD) OUTから出力

再生が始まらない。
c ディスクが入ってい
c 文字の書いてある面
レイにディスクを置

c ディスクがななめに
スクを置きなおす。

c ディスクが汚れてい
c 結露しているので、
電源を入れたままの
し、再度電源を入れ
る（2ページ）。

c 本機で再生できない
（4ページ）。

リモコンで操作でき
c リモコンと本体との
c 本体のリモコン受光
いない。

c リモコンの乾電池を
c リモコンのコマンド
換えつまみ、27ペー
（8ページ）と一致し
そ
の
他
の
情
報

と思ったら
とき、修理に出す前に
い。それでも正常に
買い上げ店またはソ
ニーの相談窓口（裏表
ださい。

がしっかり差し込まれ

していない。

Tから音が出ない。
CDの音声はDIGITAL 
されません。

ない。
を上にしてディスクト
く。
入っているので、ディ

る（22ページ）。
ディスクを取り出して
状態で約1時間放置
直してから再生を始め

ディスクを入れている

ない。
間に障害物がある。
部 に向けて操作して

交換する。

SUB WOOFERから音が出ない。
c サブウーファー「a」の再生モード（18
ページ）を選択してください。

c LFE信号を含んでいないトラックの再生時
はサブウーファーから音声は出力されませ
ん（「Mch DIRECT」、「5–LARGE + 
SW」または「NO–CNTR + SW」が選択
されているときなど）。
スピーカー設定を「S」とした設定（「5–
SMALL + SW」または「F–LARGE + 
SW」など）を選ぶとその低域成分がサブ
ウーファーから出力されます。

ディスクが取り出せず、「LOCKED」
と表示される。
c お買い上げ店またはソニーサービス窓口、
ソニーの相談窓口（裏表紙）にお問い合わ
せください。

トレイが閉まらず、「REMOVE」と表
示される。
c トレイに入っているディスクや異物を取り
除き、一度電源を切ってから改めて入れ直
してください。

これらの処置をしても正常に動作しな
いときは
上記の内容を確認しても問題が解決せず、正
常に動作しないときや、上記以外の問題が発
生したときは、一度電源を切り、電源コード
をコンセントから抜いて、数分待ってから改
めて電源コードを接続してください。

電源を入れると、ディスクの種類の判別や調整のた
め、プレーヤー内からカタカタと音が聞こえること
がありますが、故障ではありません。
23

モード（CD1/2切り
ジ）が、本体の設定
ていない。
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保証書とア
サービス

• この製品には保証書
で、お買い上げの際

• 所定事項の記入およ
のうえ、大切に保存

• 保証期間は、お買い
す。

調子が悪いときはま
この説明書をもう1度ご
ださい。

それでも具合の悪い
口へ
お買い上げ店、または
窓口のご案内」にある
窓口にご相談ください

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基
だきます。詳しくは保

保証期間の経過後の
修理によって機能が維
望により有料修理させ

部品の保有期間につ
当社では、ステレオの
の機能を維持するため
造打ち切り後8年間保有
品保有期間を修理可能
きます。保有期間が経
によっては修理可能の
お買い上げ店か、サー
さい。

保証書

アフターサービ
フター

が添付されていますの
お受け取りください。
び記載内容をお確かめ
してください。
上げ日より1年間で

ずチェックを
覧になってお調べく

ときはサービス窓

添付の「ソニーご相談
近くのソニーサービス
。

づいて修理させていた
証書をご覧ください。

修理は
持できる場合は、ご要
ていただきます。

いて

部品の交換について
この製品は、修理の際に交換した部品を再
生、再利用する場合があります。その際、交
換した部品は回収させていただきます。

ご相談になるときは次のことをお知ら
せください。
• 型式：SCD-XE600
• 故障の状態：できるだけ詳しく
• 購入年月日

ス

補修用性能部品（製品
に必要な部品）を、製
しています。この部
の期間とさせていただ
過した後も、故障箇所
場合がありますので、
ビス窓口にご相談くだ



主な仕様
スーパーオーディオCD
再生周波数範囲

2Hz～10
周波数特性 2Hz～40
ダイナミックレンジ

100 dB以
全高調波ひずみ率

0.0035%
ワウ・フラッター

測定限界値
PEAK）以

CD再生時
周波数特性 2Hz～20
ダイナミックレンジ

96dB以上
全高調波ひずみ率

0.0039%
ワウ・フラッター

測定限界値
PEAK）以

* JEITA（電子情報技術産
定値です。

出力端子

* CDの音声のみ出力
電源・その他
電源 AC 100V
消費電力 12W
最大外形寸法 430×95

奥行、最大
質量 約 3.1kg

端子名 端子形状

ANALOG 
5.1CH 
OUT

ピン
ジャック

DIGITAL 
(CD) OUT 
OPTICAL*

角形光コ
ネクター
ジャック
そ
の
他
の
情
報

再生時

0kHz
kHz（－3dB）

上

以下

（±0.001% W. 
下

kHz*

*

以下*

（±0.001% W. 
下*
業協会）の規格による測

、50/60Hz

×283mm（幅／高さ／
突起部含む）

付属品
オーディオ接続コード

ピンプラグ×2（赤/白）（1）
リモートコマンダー

RM-SX800（1）
乾電池 単3形（2）
ソニーご相談窓口のご案内（1）
安全のために（1）
保証書（1）

仕様および外観は、改良のため、予告なく変更する
ことがありますが、ご了承ください。

･ 主なプリント配線板にハロゲン系難
燃剤を使用していません

･ 主なはんだ付け部に無鉛はんだを使
用

･ キャビネットにハロゲン系難燃剤を
使用していません

出力レベ
ル

負荷イン
ピーダン
ス

2Vrms
（50kΩ
時）

10kΩ
以上

－18
dBm

（発光波長
660nm）
25



26

各部のなま
各部のはたらきについ
この取扱説明書では、
表示のボタンを使って

APOWERスイッチ（

BSA-CD/CDボタン
ハイブリッドディス
層の再生と、CD層
す。

CPLAY MODEボタ
再生モードを選びま

Dディスクトレイ（1

EMULTI CHANNE
ケーター
本機の電源を入れた
ンネルスーパーオー
MULTI/2CHを押し
エリアを選択したと

F Aボタン（10ペー

G xボタン（10、16

H m/Mボタン（1

I lAMSLダイ
（9、10、11、13
19、21ページ）

本体

1 2

qh q
え
て詳しくは、名称のあとの（　）内のページをご覧ください。
主に本体での操作のしかたを説明しています。リモコンでは、本体と同じ
、同様に操作できます。

9ページ）

（5、10ページ）
ク再生時に、SA-CD
の再生を切り換えま

ン（15ページ）
す。

0ページ）

L DECODINGインジ

ときや、マルチチャ
ディオCDを挿入して
、マルチチャンネル
きに点灯します。

J Xボタン（10ページ）

K Hボタン（10、14、15、16ページ）

L表示窓（11ページ）

Mリモコン受光部 （6ページ）

NTIME/TEXTボタン（12ページ）
押すたびに、曲の再生時間やディスク全
体の残り時間、TEXT情報を表示します。

OMULTI/2CHボタン（5、11ページ）
2チャンネルエリアとマルチチャンネルエ
リアの両方が記録されているディスク（5
ページ）再生時に、マルチチャンネル再
生と2チャンネル再生を切り換えます。

PMENUボタン（9、10、11、13、17、

l L

3 4 5 6 7 8

9q;qaqsqdqfg
ジ）

ページ）

4ページ）

ヤル（AMS:頭出し）
、14、15、17、

19、21ページ）
メニュー項目を表示します。
また、メニューを終了し通常の表示に戻
します。



リモコン

qg

qf

qd

qs

qa

q;

9

8

そ
の
他
の
情
報

ACD1/2（コマンドモード）切り換えつま
み（8ページ）
コマンドモードを切り換えます。

BCONTINUEボタン（15、16ページ）
シャッフルやプログラム再生中に押すと、
ふつうの再生に戻ります。

SHUFFLEボタン（15ページ）
PROGRAMボタン（15ページ）

C TIME/TEXTボタン（12ページ）
押すたびに、曲の再生時間やディスク全
体の残り時間、TEXT情報を表示します。

DDISPLAY MODEボタン（13ページ）
表示を消して再生することができます。

E m/Mボタン（14ページ）

FCLEARボタン（15、16ページ）
プログラムされた曲を削除します。

G LEVEL ADJボタン（19ページ）
マルチチャンネルマネージメント機能（17
ページ）使用時に出力バランスを調節します。

H ENTERボタン（9、10、11、13、
15、17、19、21ページ）

ICHECKボタン（16ページ）
プログラムの順番を確認します。

JREPEATボタン（14ページ）

K Hボタン（10、14、15、16ページ）
Xボタン（10ページ）
xボタン（10、16ページ）

LAMS./>（AMS:頭出し）ボタン
（9、10、11、13、14、15、17、
19、21ページ）

MSA-CD/CDボタン（5、10ページ）
ハイブリッドディスク再生時に、SA-CD層

1

2

3

4

5

6

7

27

の再生と、CD層の再生を切り換えます。

NMULTI/2CHボタン（5、11ページ）
2チャンネルエリアとマルチチャンネルエ
リアの両方が記録されているディスク（5
ページ）再生時に、マルチチャンネル再
生と2チャンネル再生を切り換えます。

ODISC SKIP ＋/－ボタン*
ディスクを選択します。
* 本機では使用しません。
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索引
あ行
一時停止  10

か行
くり返し聞く  14
高速サーチ  14
コード
オーディオ接続コー
光デジタル接続コー

コマンドモード  8

さ行
サーチ  14
再生
エリアを切り換える
曲番を選んで再生す
再生したい部分を探
再生する  9
好きな順に再生する
ランダムに再生する
SA-CD層とCD層を

シャッフル再生  15
スーパーオーディオCD
スピーカー設定
距離設定  20
再生モード  17
出力バランス  19

接続する  6

Printed in Malaysia

「306」
ド  6、7
ド  8

  11
る  10
す  14

  15

た行
タイムサーチ  14
ディスクを入れる  10
電池  6

は行
ハイブリッドディスク  5
表示  11
付属品  25
プログラム再生
再生のしかた  15
プログラム内容の変更  16

ま行
マルチチャンネルスーパーオーディオCD  
17

マルチチャンネルマネジメント機能  17

ら行
  15
切り換える  10

  5

リピート再生  14
リモコン  27

A-Z
ANALOG 5.1CH OUT（アナログ出力）  
6、7

DIGITAL OUT（デジタル出力）  8
SA-CD  5
TEXT  12、13
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